
3

12

イベント参加者の皆さん

6
4

1
　
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
の
モ
デ
ル
と
な
る
県
内
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

い
ば
ら
き
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」
の
「
都
市
空
間
部
門
」
に
お
い
て
笠
間
市
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋
を
明
治
時
代
の
建
築
当
時
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
曳
き
家
を
行
い
、
笠
間
の
歴
史
や
観
光
情
報
の
発
信
、
市
民
や
観
光

客
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
ま
ち
づ
く
り
表
彰
受
賞

3
　
国
道
3
5
5
号
笠
間
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
、
全
長
約
5.2
㎞
の
全
区
間
を
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
国
道
50
号
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
で
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
B
M
X
の
プ
ロ
選
手
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
新
た
な
交
通
の
幕
開
け
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
大
井
川
知
事
は
「
平
成
2
年
の
計
画
か
ら
約
30
年
。
こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、
交

通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

国
道
3
5
5
号
笠
間
バ
イ
パ
ス
開
通

6
25

かさま歴史交流館井筒屋

開通式でのテープカット

6
30

2
　
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
の
大
会
成
功
と
機
運
を
高
め
る
た
め
、
90
日
前
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
国
体
開
催
時
に
笠
間
市
が
使
用
す
る
、
記
念
品
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、

お
弁
当
の
包
み
紙
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ
た
笠
間
高
校
美
術
科
生
徒
に
、
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
さ
ま
こ
ど
も
園
、
い
な
だ
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
国
体
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
元
気
よ
く
踊
る
園
児
た
ち
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

国
体
開
催
90
日
前
イ
ベ
ン
ト
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7
　
市
内
で
は
、
学
校
や
商
業
施
設
、
家
庭
な
ど
か
ら
回
収
し
た
廃
食

用
油
（
植
物
油
）
を
バ
イ
オ
燃
料
に
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
用
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
N
P
O
法
人
茨
城・エ
コ・カ
ル
チ
ャ
ー

か
ら
、
売
上
の
一
部
が
協
力
金
と
し
て
市
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
廃
食
用
油
の
回
収
は
、
笠
間
市
環
境
保
全
課
お
よ
び
各
支
所
地

域
課
で
行
っ
て
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
5
0
0
㎖
1
本
に
つ
き
、

K
a
p
o
c
a
が
1
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

廃
食
油
を
燃
料
に

6
21

デジタルアートの様子 塙家住宅 除草作業に参加した皆さん
6 5 4

5
　
国
指
定
重
要
文
化
財
「
塙
家
住
宅
」（
笠
間
市
安
居
）を

良
好
な
状
態
で
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
東

日
本
鉄
道
文
化
財
団
の
地
方
文
化
事
業
支
援
を
活
用
し
、

今
年
の
秋
頃
に
屋
根
の
修
繕
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
6
月
26
日（
水
）に
国
指

定
重
要
文
化
財
「
塙
家
住
宅
」
修
繕
・
活
用
事
業
実
行
委

員
会
設
立
総
会
と
承
認
書
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
所
有
者
で

あ
る
塙
忠
久
さ
ん
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に

6
26

4
　
開
園
か
ら
約
1
年
が
経
っ
た
福
ち
ゃ
ん
の
森
公
園
を
き

れ
い
に
し
て
、
利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
と
、
施
設
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
除
草
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
作
業
に
は
、
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
福
田
地
区
対

策
協
議
会
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
16
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

福
ち
ゃ
ん
の
森
公
園
の
除
草
作
業

を
実
施

6
22

9
　
ひ
と
つ
の
村
と
見
立
て
た
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
ま
る
ご
と

楽
し
む
「
ガ
ル
テ
ン
村
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
久
保
隊
員
が
企
画
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
直

売
所
や
農
園
前
で
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
野
菜
や
手
づ
く
り
小
物
の
販

売
、
モ
デ
ル
農
園
で
は
日
本
茶
カ
フ
ェ
「
ま
ち
の
ベ
ン
チ
」
の
特
別

出
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ガ
ル
テ
ン
村
マ
ル
シ
ェ

7
1

8
　
市
内
の
安
全
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
消
防
団
。
近
年
、
全
国
的

に
団
員
数
の
減
少
が
続
き
、
笠
間
市
で
も
団
員
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
7
月
1
日（
月
）か
ら
消
防
団
の
活
動
を
支
え
応
援
す
る

「
笠
間
市
消
防
団
応
援
の
店
」
の
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
50
を

超
え
る
店
舗
等
の
協
力
に
よ
り
、消
防
団
員
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

笠
間
市
消
防
団
応
援
の
店

　
笠
間
図
書
館
で
星
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
星
の

図
書
館
Ⅱ
～
星
好
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
星
の
ア
ー
ト

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
ア
ー
ト

作
品
の
展
示
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
や
星
占
い
ラ

イ
ブ
、
星
空
観
測
会
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
が
様
々
な
企

画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

星
の
図
書
館
Ⅱ 

開
催

6

7
24

6
28〜

789

左から、山口市長、
茨城エコカルチャーの小林さん

左から、笠間市消防団 嶋田団長、
応援のお店 味の店はらだ手口料理長

農園前で行われた「軒先マルシェ」

7
14

7
13・
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